
魚津市自治振興会連合会第３回定例会 会議録 

 

日 時  令和３年 12月２日（木）午後６時～ 

場 所  魚津市役所２階第１会議室 

出席者  自治振興会連合会 米澤賢太郎会長、伊藤甚宰副会長、水口富代明副会長、 

馬場均監事、亀沢俊幸監事、大野聡一、村上俊樹、 

河口利春、冨川茂樹、本元義明、野村博、伊田正一、谷口慧 

     事務局      小林課長、石浦係長、池川係長、谷口主任、野村主事、関口 

 

１．開会 

 米澤会長あいさつ 

 

２．各課からの依頼事項について 

・個別避難計画（個別支援計画）に係る地区説明会ついて 

社会福祉課：池川課長代理から説明 

 令和４年２月ぐらいまでに説明会を終え、４月から作成できるよう進めていきたい。 

 

３．会議録の承認について 

 令和３年度第２回定例会の会議録について承認を得た。 

 

４．協議事項 

１）忠魂碑について 

資料１に基づき説明 

・遺族会の方々の回答は、管理が難しいということである。持ち帰って各地区で協議してい 

ただきたいということか。 

⇒一度、地域で関係者と協議してもらいたい。 

・行政でアンケートを取ったが、行政の見解がない状態の中で、どうしていけばよいのか。 

立山町は町が建て替えを行っており、一方黒部市は地域住民で費用を出し合って建て替え 

を行っている。様々な問題があるが、宗教を意識することなくこの問題について取り組んで 

いかないといけない。行政としての考え方を市長に伺ってみたい。また、忠魂碑がない地区 

でも、一度、これからの忠魂碑のあり方について協議してもらい、考えを聞かせてもらいた 

い。 

⇒各地区で関係者と話し合いを行い、２月上旬までに報告してもらいたい。 

 

２）魚津市市民自治推進会議委員の推薦について 

資料２に基づき説明 

・委員については事務局に一任する。 



３）魚津市まちづくりフォーラム 2022 について 

資料３に基づき説明 

・ウッドバーニング体験はどのようなことを考えているのか。 

⇒小さなキーホルダーをウッドバーニングすることを考えており、書記会、指導員会にスタ 

ッフ４名をお願いしている。 

 

４）イベント時のガイドラインについて 

資料４に基づき説明（イベント時の参考資料として配布する） 

 

５．その他 

① 県内視察報告について 

資料５について説明 

 

② 市長のタウンミーティング実施報告について 

資料６について説明 

・旧小学校の活用について気になる点がある。新川文化ホールでの発言内容で、「大町・上 

野方・上中島・松倉については具体的に決まっていない。統合の条件の１つが公共施設を減 

らすことである」とあるが、具体的な内容は決まっているのか。 

⇒10 月に行財政改革推進委員会が開催された。２年以内によつば小学校１校、星の杜小学 

校１校について具体的に考えていきたいということとなっている。 

・もう少し具体的な話があっても良いのではないか。警察はどうなっているのか。 

⇒警察については３回話し合いが行われた。10 ㎞圏内、公共交通機関や人口などで１～３ 

案が提示されている。今後、パブリックコメントが行われる予定である。 

・タウンミーティングの結果などから自治振興会と市長と意見交換する場を持ったらどう 

かと考えている。これからの魚津をどう考えているかといった内容で行ってはどうか。 

・自治振興会連合会で話し合った内容について、市長まで報告されているのか。 

⇒定例会会議録は部長まで回議している。部長の方で重要な案件と思われる事柄について、 

月１回の庁議で案件として協議してもらっている。 

・市長との意見交換会を開催するよう進めていくことでよいか。 

⇒日程調整し、１月中に開催することで進めていく。 

 

その他 

・今年の成人式の来賓者はどうなるのか。 

⇒確認して連絡する。 

 昨年度同様、来賓者は担任のみとすることを生涯学習・スポーツ課に確認し、各公民館・ 

コミュニティセンターへメール連絡する。（12/3） 

・あいの風とやま鉄道から意見交換会の開催について打診があった。米澤会長と相談し、自 



治振興会連合会を代表して米澤会長に出席してもらう。 

 

（19：10 終了） 


